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び後部島皮質において MAP カイネース(Mitogen-activated Protein Kinase)の一種 ERK 
(Extracellular Signal-regulated Kinase)を用い、そのリン酸化型 ERK (pERK)をストレス
応答マーカーとして拘束ストレス下におけるチューイングの影響について検討した。 
 ラットに拘束ストレスを与えると、前部島皮質および後部島皮質において pERK 免疫陽
性細胞の数が増加した。拘束ストレス条件下でのチューイングは前部島皮質および後部島
皮質におけるストレス誘発性 pERK免疫細胞数の増加を、有意差(p＜0.01)をもって抑制し
た。特に前部島皮質での抑制が強かった。 
これまでの研究では、視床下部、中脳中心灰白質(背外側部、腹外側部)などの脳領域でチ
ューイングによるストレス抑制効果を明らかにしてきたが、今回の結果は、島皮質におい
てもチューイングがストレス応答を軽減させる可能性があることを新たに提示した。一般
に前部島皮質は情動関連野と考えられ、後部島皮質は感覚運動関連野と考えられている。
チューイングによる拘束ストレス誘導性 pERK 免疫陽性細胞増加の抑制は前部島皮質でよ
り著明であった。このことは、チューイングのストレス抑制効果は前部島皮質の機能、す
なわち情動形成過程に関連した神経回路の方に強く作用する可能性が示唆された。 
